
 

 

 ７月の県南地域で発生した豪雨災害の被

災地支援の募金へのご協力をいただきあり

がとうございました。 

毎朝１１月２０日まで児童昇降口で、ボ

ランティア委員会の子どもたちが募金活動

をしてくれました。一人１００円以内でお

願いしておりましたが、たくさんの子ども

たちが募金をしてくれ、総額３１，３７９

円が集まりました。募金の集計等にＰＴＡ

役員の皆様にも、ご協力いただき誠にあり

がとうございました。 

集まったお金は県Ｐ

ＴＡ連合会を通し

て、被災地へ送って

いただきます。 

 

 

 法務省が主催する、“社会を明るくする

運動”の趣旨を踏まえた作文コンクールに

今年度も６年生が取り組みました。 

その結果、本校６年生の作文が、昨年度

に引き続き、合志市の会長賞を受賞するこ

とができました。「人のパワーで笑顔に」

という題名で、「犯罪や非行を減らしたり

するためには、人の支えが大切で必要であ

る。」ことを、 

日常の家庭生

活等の中で感

じていること

をもとに、力

強く表現して

くれました。 

例年、学校全体の学習発表会で行っていた修学旅行で学んだ平和学習についての発表を、

今年度は１１月２０日（金）に体育館で学級ごとに行いました。また、同じく例年のよう

にステージ発表ではなく、各学級で班を前半・後半に分けて、ポスターセッションの形式

で１０分ずつ２回の発表を行いました。                              

ご参観いただいた保護者の皆様も、子どもさんの班の発表だけではなく、他の班の発表

も参観いただき大変ありがたく思っています。また、各班の発表に対して、お尋ねやご感

想も子どもたちに伝えていただくなど、子どもたちの学びをさらに深める機会にもなりま

した。私も子どもたちの発表を聴きながら、被爆体験を講話された八木さんの思いをはじ

め、現地で実際に学んで感じ取ったことを、子どもたち一人一人が作成した資料等をもと

に真剣に発表する姿に、今回の学習の成果を実感することができ大変嬉しく思いました。 
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保護者の皆様も、子どもたちの発表をしっかり聴いておられました。 前半、後半に分かれ、各班１０分の発表を２回行いました。 


